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KAMA ちゃんの「廃棄物ひとくちコラム」 

廃棄物処理法はどう変わったか（その１０：最終処分場に係る維持管理基準の強化） 

 

前回コラムでは、最終処分場に係る基準のうち構造基準の強化について書きましたが、

今回は維持管理基準の強化の変遷について書いてみたいと思います。  

まず最初に言えることは、現時点における維持管理基準は、非常に複雑で多岐にわた

っていますが、その規定の多くは、前回コラムで書いた平成１０年の共同命令改正によ

って追加・強化されたものである点です。以下に、この時の改正により新たに加えられ

た事項を挙げてみましたが、ここに書き切れなかった項目もあるなど大幅な基準強化で

あったことが判ります。 

１ 擁壁等を定期的に点検するとともに損壊のおそれがあるときは速やかに措置を講ず

ること。 

２ 遮水工を定期的に点検するとともに遮水機能低下のおそれがあるときは速やかに措

置を講ずること。＜管理型最終処分場のみ適用＞ 

３ 最終処分場周縁の２箇所以上から採取した地下水の水質検査を実施すること。 

有害項目（ダイオキシン類含む）１回／年、電気伝導率又は塩素イオン濃度１回／月 

４ 管理型最終処分場にあっては放流水の水質検査を次のとおり実施すること。    

有害項目（ダイオキシン類含む）１回／年、生活環境項目１回／月 

５ 安定型最終処分場にあっては浸透水の水質検査を次のとおり実施すること。    

有害項目（ダイオキシン類含む）１回／年、ＢＯＤ又はＣＯＤ１回／月 

６ 埋立残容量について１年に１回以上測定すること。 

７ 安定型最終処分場にあっては、廃棄物を埋立てる前に展開検査を実施し、安定型以

外の廃棄物の混入を防止すること。 

８ 埋立廃棄物の種類・量及び維持管理に当たって行った点検・検査等の記録（前述１

～７等）を作成し、廃止までの間保存すること。 

 

 平成１７年１月号の本コラムにも書きましたが、事件・事故の発生が法律改正に繋が

った代表的な事例と言えます。遮水シートの損傷に伴う浸出液漏洩や安定型最終処分場

への安定型以外の廃棄物投入による環境汚染等の問題発生を受けて、共同命令の改正に

至ったのです。 



  また、廃棄物処理法本文の規定強化として、平成１０年の共同命令の改正に合わせて、

前述８に記した維持管理の記録簿を処分施設に備え置くとともに、周辺住民の求めに応

じてこれを閲覧させなければならないことが規定されました。さらに、平成２３年には、

これらの記録についてインターネット等を通じて公表しなければならない規定が追加

されました。 

  以上のように最終処分場の構造基準や維持管理基準の強化は、純粋に最終処分場が有

する環境リスクの低減を意図していると同時に、周辺住民を始めとする関係者への情報

公開・事業透明性の向上を通じて信頼性の確保を目指したものだったと考えることがで

きます。 


